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第２学年 国語科学習指導案

日 時 平成２０年 １０月８日（水）６校時

児 童 男子１０名 女子６名 計１６名

指導者 松田 和枝

１ 単元名 だいじなところに気をつけて読もう

教材名 「サンゴの海の生きものたち」（説明文）（光村図書 ２年上）

２ 単元について

(1) 能力について

第１・２学年の「読むこと」の目標は、「書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付きな

がら読むことができるようにするとともに、楽しんで読書しようとする態度を育てる。」である。

これを受けて、本単元では、「時間的な順序、事柄の順序などについて考えながら内容の大体を読

むこと」（読イ）及び「語や文としてのまとまりや内容、響きなどについて考えながら声に出して

読むこと」（読エ）が学習内容の中心となる。

(2) 児童について

児童は、１学期に説明文「たんぽぽのちえ」で時間の順序や理由づけを示す言葉に着目し、そ

の役割に気付くという学習をしている。また、「ちえ」と「わけ」を見分け、整理して書くという

学習もしている。

今年４月に実施した市標準学力調査の結果を見ると、説明文の内容の読み取りの正答率は、８

７．５％であり、（期待正答率７６．７％）期待値を越えている。しかし、正答率が５０％に達し

ない児童もいたので、音読や言語スキルをくり返し行っている。言葉や語尾に気をつけて音読さ

せ、書いてある事柄を正しく読み取る力を育てていきたい。

(3) 教材について

「たんぽぽのちえ」が時間の流れの順序で説明されていたのに対し、本教材は、「具体例１」「具

体例２」と並列の関係で説明されている。

本教材は、児童の日常から離れた世界のことではあるが、自然界の未知な部分に触れ、驚きや

感動を覚え、新しい世界への興味をかき立ててくれる教材である。ただし、これまで読んできた

説明文に比べ、説明がやや複雑になってきている。また、説明に登場する生き物の数が多くなっ

ていて、生き物相互の関係もやや入り組んでいる。

文章構成は、おおまかに「はじめ」「中１」「中２」「おわり」となっており、文章全体への問

いかけや、文章全体のまとめもある。

(4) 指導にあたって

本教材は「共生」という内容的にやや難しい要素を含んでいる。「はじめ」の部分、第一段落の

「たがいに、やくにたつようにかかわり合って」という記述に着目させることで、生き物とその

関係性が理解できるものと思われる。本教材では、以下の点に留意して学習を進めていきたい。

第一次では、サンゴの海の写真やスイミーの挿絵を見ながら、そこに住んでいる生き物たちの
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イメージをふくらませ、興味・関心をもたせるようにしたい。また、言葉の意味をしっかりと理

解させておきたい。

第二次では、教科書の写真を手がかりにして、生き物の特徴や様子、かかわり合いについて正

しく読み取らせたい。文末表現や接続語のヒントカードを手がかりにしながら、重要な語句や文

に注意してサイドラインを引かせたり、視写をさせたりしながら、主体的に読み取る方法を身に

付けさせていきたい。

第三次では、練習教材「ありとすみれ」を用いて、自分で内容を正しく読み取る力を身に付け

させたい。

第四次では、「生きものカード」を作ることを活動のめあてとして意欲付けを図りながら、自分

で興味をもって調べ読みができるように、関連図書を準備しておきたい。

３ 単元の目標と評価規準

（１）単元の目標

◎ 海の生き物たちがどのようにかかわり合っているかを読み取り、共生の仕組みの不思議

に興味を持つ。

○ いろいろな生き物についてしらべ、生き物カードを作る。

（２）評価規準

国語への関心・意欲・態度 書く能力 読む能力 言語についての

知識・理解・技能

・海の生き物に興味をもっ ・図書室などの本 ・サンゴの海の生きもの ・片仮名を正しく

て読み、気付いたことを を読んで、「生 たちが互いに役立って 読んだり書いた

発表している。 きものカード」 いることを、叙述に即 りし、片仮名で

・海の生き物について書か を作ることがで して正しく読んでいる。 書く語を文や文

れてある本を進んで読ん きる。（書イ） （読イ） 章の中で使うこ

でいる。 ・語や文のまとまりや内 とができる。

容について考えながら （言イ（ア)）

音読している。（読エ）

４ 単元の指導計画（１２時間）

サンゴの海の生きものたち

過程 時 学習活動 指導事項・留意点 評価規準

○写真を見て、サンゴの ・海の中の拡大写真を用意し、黒板に 【関】全文を読み、初

第 １ 海の中のイメージをも 掲示する。 めて知ったことや不思

ち、感想を書いて発表 ・「かかわり合い」という言葉の意味 議に思ったことなど感

一 する。 を確認する。 想を書いている。

○学習のめあてを確認す ・読み取ったことをまとめて、「生き

次 る。 ものカード」を作ることを知らせる。
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○音読の練習をする。 ・意味のわからない言葉を調べさせる 【読】語や文のまとま

２ ・漢字・カタカナの練習をさせる。 りを考えながら、しっ

・語や文のまとまりに気をつけて音読 かりとした声で音読し

させる。 ている。

○おおまかな文章構成を ・１０の形式段落で文章ができている 【読】出てくる生き物

３ つかむ。 ことを把握させる。 に着目しながら、４つ

○学習の計画を立てる。 ・「話題提示」をおさえ、出てくる生 の大きなまとまりに分

き物に着目させながら、４つのまと け本文を読み通す視点

まりに分けさせる。 をつかんでいる。

○イソギンチャクとクマ ・体の仕組みや特徴が書かれていると 【読】体の仕組みや特

４ ノミの体の仕組みや特 ころにサイドラインを引かせる。必 徴を示してる言葉に注

第 徴を読み取る。 要な言葉を落とさずにまとめさせ 意しがら読んでいる。

る。

二 ○イソギンチャクとクマ ・かかわり合いが書かれているところ 【読】かかわり合って

５ ノミのかかわり合いを にサイドラインを引かせる。 いる様子を、互いに役

次 読み取る。 ・必要な言葉を落とさずにまとめさせ に立っていることを考

る。 えながら読み取ってい

る。

○ホンソメワケベラの体 ・ホンソメワケベラの体の特徴や大き 【読】かかわり合って

６ の特徴や、大きな魚と な魚とのかかわり合いが書かれてい いる生き物の特徴を知

本 のかかわり合いを読み る文にサイドラインを引かせる。必 り、互に役に立ってい

時 取る。 要な言葉を おとさずに まとめさせ ることを考えながら読

る。 んでいる。

○海の生きものについて ・海の生きものたちがどのようにかか 【読】かかわり合って

７ まとめる。 わり合っているのか、読み取ったこ いることが分かるよう

とを説明したり、動作化したりして に、説明したり動作化

確認させる。 したりしている。

第 ○「すみれとあり」を用 ・事柄の順序に沿って、自分で正しく 【読】問われている言

三 ８ いて読み取る練習をす 読み取る力を身につけさせる。 語に着目して読み取っ

次 る。 ている。

○海の生き物についての ・教科書に出てきた生き物をさらに詳 【関】自分の知らない

９ 本を読む。 しく調べたり、他の生き物を調べた 世界に興味を持って本

第 りさせる。 を読んでいる。

10 ○読み取ったことを絵と ・生き物の名前、特徴、生き物の秘密 【書】生き物について

四 ・ 文で「生きものカード」 など初めて知ったことや、なるほど 本で調らべ、分かった

11 にまとめる。 と思ったことなどを「生きものカー ことを「生きものカー

次 ド」に書きながら作業を進めさせる。ド」にまとめている。

○書いた文章を読み合う。・友達の文章のよさを見つけながら読 【読】友達の文章のよ

12 ませる。 いところを見つけなが

ら読んいる。
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６ 本時の指導

(1) 目標

くり返しの言葉や理由を表す文末表現に着目しながら、ホンソメワケベラと大きな魚とのか

かわり合いについて読み取ることができる。

(2) 指導の構想

本時は、ホンソメワケベラと大きな魚のかかわり合いについて読み取る学習である。説明の

中でくり返し出てくる「そうじ」という言葉に着目させ、説明の中心的な事柄を読み取ること

ができるようにさせたい。また、「でも、～ません。」という文からその理由を考え、理由を表

す文末表現に着目させながら、互いに役に立っていることを読み取ることができるようにさせ

たい。

(3) 展開

段階 学習活動 教師の支援 評価

１ 前時の学習を想起する。 ・前時の掲示を見ながら、イソギン

つ チャクとクマノミが互いに守り合

っていたことを確認する。

か ２ 本時の学習課題を確認する。

ホンソメワケベラと大きな魚は、どんなかかわり合いを

む しているのでしょう。

・学習場面を音読する。 ・「かかわり合い」を調べるために

５分 ⑦～⑨段落 読むことを意識させて音読させる。

３ 学習場面を読み取る。

ふ (1)ホンソメワケベラの特徴を ◎ホンソメワケベラの

読み取る。 特徴を表している言葉

・ホンソメワケベラがどんな ・サイドラインを引かせ、リボンマ を見つけることができ

か 魚かわかる言葉はどれです ークを書かせる。 る。（教科書のサイドラ

か。 ・「青色」「黒いすじ」「十二センチ イン）

メートル」の言葉に着目させる。

め ・写真と照らし合わせる。

(2)ホンソメワケベラと大きな ◎「きれいにそうじを

魚のかかわり合いについて してくれる」という言

る 読み取る。 葉に着目して見つける

・ホンソメワケベラが役に立 ・ホンソメワケベラは赤、大きな魚 ことができる。（教科書

っていることが書いている は青でサイドラインを引かせる。 のサイドライン）

ところはどこですか。 ・「そうじ」という言葉に着目させ

・大きな魚が役に立っている 互いに役に立っているという視点 ◎そうじをしてとった

ことが書いているところは で読み取らせる。 虫が、食べものになる

どこですか。 ・引いた根拠を明らかにさせ、全体 ことが書いてある言葉

３５ で話し合わせる。 や文を見つけることが

分 できる。（教科書のサイ

・どうして、ホンソメワケベ ・文末の「～からです。」に着目さ ○文末の「～からです。」



ラは大きな魚に「食べられ せて理由を明らかにさせる。 に着目して理由を読み

ることはありません。」と 取っている。（発言）

書いているのでしょう。

・どうして、「ただ、そうじ ・文末「のです。」に着目させ、大 ○文末の「～のです。」

をしているのではありませ きな魚の掃除をすることで食べ物 に着目して理由を読み

ん。」と書いているのでし を得ることができることを確認す 取っている。（発言）

ょう。 る。

４ ホンソメワケベラと大きな ・イソギンチャクとクマノミのかか ○学習したことをワー

魚のかかわり合いをワーク わり合いのまとめ方と同じように クシートにまとめてい

シートにまとめる。 まとめさせる。 る。（ワークシート）

ま ５ 本時の学習を振り返る。 ・「ホンソメワケベラの特徴」「か

と かわり合い」という視点で役割読

め みをして学習場面の音読させる。

る ６ 次時の学習内容を知る。 ・次時は、海の生きものたちのかか

５分 わり合いについてまとめの学習を

することを知らせる。

(4) 具体の評価規準

Ａ：ホンソメワケベラの特徴や大きな魚とのかかわり方について、自分の力で読み取っている。

Ｂ：ホンソメワケベラの特徴や大きな魚とのかかわり方について、話し合いを通して見つけてい

Ｃへの配慮：着目させたい言葉を手がかりに文をしっかり読ませ、ホンソメワケベラの特徴や大

きな魚との関わり方について確認しながら見つけさせる。

(5) 板書計画
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（６） 学習の手引き

学 習 の 進 め 方 の 手 引 き

学 習 の 順 序 学 習 の 仕 方

１ だいめいを読む。 ①だいめいを読み、何についての話かをつかむ。

②だいめいについて知っていることを話す。

２ 全文を読む。 ①すらすら読めるように音読練習をする。

③分からない言葉にしるしをつけ意味を考える（調べる）。

３ 文しょうを読んではじめ ①文章や捜絵をもとに、初めて分かったこと、ふしぎに思っ

の感想を発表する（書く）。 たこと、くわしく知りたいことなどを発表する（書く）。

４ 学習のめあてを立てる。 ①小さなまとまり（段落）に番号をつける。

②大きなまとまりに分ける。

③まとまりごとに、読みのめあてをたてる。

５ 文しょうを読み進める。 ①小さなまとまりごとに読む。

②主語、述語をみつける。

③生き物の体の「しくみ」や「特徴」、「かかわり合い」を

見つけサイドラインを引く。

・文末表現→「～からです。」「～のです。」に着目する。

④指示語が指している言葉をみつける。

「これ」が 「これ」で

・前に書いていることを矢印でむすぶ。

⑤つなぎ言葉の前後の文の関係を考える。

・「でも」からかかわり合うことができる理由をさがす。

⑥大きなまとまりの内容をまとめる。

６ まとめの感想を発表する ①学習して分かったこと、すごいと思ったこと、さらに知り

（書く）。 たいと思ったことなどを発表する（書く）。

７ 練習教材を読む。 ①自分で問題を読み解く。

８ 学習を生かして、自分で ①関連する本を読む。

説明文を書く。 ②かかわり合う生き物を調べ、今までの学習を参考にし

て「生きものカード」を書く。

９ 発表会をもち、友だちの ①自分の作文をみんなにしょうかいする。

よいところを見つける。 ②お互いのよいところを見つけてほめ合う。



『
サ
ン
ゴ
の
海
の
生
き
も
の
た
ち
』
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

№

名
ま
え

か
だ
いホ

ン
ソ
メ
ワ
ケ
ベ
ラ
と
大
き
な
魚
は
、
ど
ん
な
か
か
わ
り
合
い
を

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

◎
ホ
ン
ソ
メ
ワ
ケ
ベ
ラ
と
大
き
な
魚
は
、
ど
ん
な
お
話
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
と
め

ホ
ン
ソ
メ
ワ
ケ
ベ
ラ

大
き
な
魚

◎
ホ
ン
ソ
メ
ワ
ケ
ベ
ラ
と
大
き
な
の
か
か
わ
り
合
い
に
つ
い
て
か
ん
じ
た
こ
と
を

書
き
ま
し
ょ
う
。

★
ふ
り
か
え
り

サ
イ
ド
ラ
イ
ン

（

）

は
つ
げ
ん
（

）

ま
と
め

（

）



「

サ

ン

ゴ

の

生

き

も

の

た

ち

海

」

よ

み

と

り

の

手

び

き

一

小
さ
な
ま
と
ま
り
（
だ
ん
ら
く
）
に
ば
ん
ご
う
を
つ
け
る
。

◎
ぎ
ょ
う
の
は
じ
め
が
一
字
さ
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

じ

ぜ
ん
ぶ
で
（

）
だ
ん
ら
く

二

文
し
ょ
う
の
く
み
た
て
を
考
え
る
。

◎
ぜ
ん
た
い
を
大
き
な
三
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
け
ま
し
ょ
う
。

『
は
じ
め
』
・
・
・
な
に
に
つ
い
て
の
せ
つ
め
い
文
で
す
か
。

『
な
か
』
・
・
・
・
ど
ん
な
生
き
も
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
か
。

『
お
わ
り
』
・
・
・
ま
と
め
る
と
き
は
、
ど
ん
な
こ
こ
と
ば
を
つ
か
っ
て
い
ま
す
か
。

三

な
か
み
（
ど
ん
な
こ
と
を
せ
つ
め
い
し
て
い
る
か
）
を
読
む
。

◎
目
を
つ
け
る
こ
と
ば
や
文
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
だ
い
め
い
に
か
ん
け
い
す
る
だ
い
じ
な
こ
と
ば

②
文
の
し
っ
ぽ
の
か
た
ち
。

？
し
つ
も
ん

ど
ん
な
～

～
し
ょ
う
か
。

！
こ
た
え

～
で
す
。

～
ま
す
。

で
も
、
～
ま
せ
ん
。

★
わ
け

～
の
で
す
。

～
か
ら
で
す
。

③
い
き
も
の
の
と
く
ち
ょ
う
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
。

か
た
ち

ど
ん
な

色

も
よ
う

大
き
さ

四

こ
た
え
を
ま
と
め
る
。

◎
し
つ
も
ん
に
こ
た
え
る
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

な
に
と
な
に
は
、

ど
の
よ
に
し
て

か
か
わ
り
合
っ
て
い
る
。
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